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日本女子大学　人間社会学部

　社会福祉学科　准教授

日 時日時 2026年 土

時 間時間

場 所場所

住所：栃木県宇都宮市宮みらい1-20

宇都宮駅東口交流拠点施設

◇基調講演◇

13：00〜17：00

3 28月 日

◎ご不明な点がございましたら、電話またはメールでお問い合わせください。◎ご不明な点がございましたら、電話またはメールでお問い合わせください。

028-666-8536028-666-8536 information@t-darc.cominformation@t-darc.com

ライトキューブ　3階　中ホール 東側

多様性～Diversity～多様性～Diversity～テーマテーマ

「ちがい」を分かち合い、「思い」を共有する。
多様性が生み出すのは、新しい気づきと優しさ。

一人ひとりが輝く社会を、一緒に考えてみませんか？

「ちがい」を分かち合い、「思い」を共有する。
多様性が生み出すのは、新しい気づきと優しさ。

一人ひとりが輝く社会を、一緒に考えてみませんか？

主 催主催 特定非営利活動法人　栃木DARC

後 援後援 栃木県・宇都宮市
下野新聞社・宇都宮保護観察所

引土　絵未
講師略歴

日本女子大学人間社会学部社会福祉学科准教
授、博士（社会福祉学）。

1976年広島生まれ。アルコール問題をかかえ
た父を自死で亡くしたことをきっかけに、精

神科ソーシャルワーカーとなる。
広島県立女子（現広島県立）大学卒業後、精
神保健福祉士として精神科病院に5年半勤務
後、首都大学東京大学院社会科学研究科博士
前期課程、同志社大学大学院社会学研究科博
士後期課程、国立精神・神経医療研究センタ
ー精神保健研究所薬物依存研究部外来研究員/
日本学術振興会特別研究員RPDを経て現職。
大学院在学時にアメリカの治療共同体アミテ
ィの実践に感銘を受け、日本でのグループ実
践と研究に取り組んでおり、現職の傍ら治療
共同体ネットワーク世話役を務めている。

担当：大吉
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ーTIME TABLEー

プログラム 登壇者

開会のあいさつ

開場

特定非営利活動法人 栃木DARC

代表理事　栗坪　千明

基調講演
引土　絵未

パネルディスカッション

准教授

日本女子大学 人間社会学部 社会福祉学科

体験談

合唱

閉会のあいさつ

〈テーマ　地域連携の多様性〉パネルディスカッション

宮崎　佳子

鈴木　隆仁

引土　絵未

佐々木　広

栗坪　千明（司会） 特定非営利活動法人 栃木DARC 代表理事

日本女子大学 人間社会学部 社会福祉学 准教授

宇都宮保護観察所 統括保護観察官

一般社団法人 山梨ダルク本部 代表理事

栃木県 保健福祉部 医薬・生活衛生課 副主幹

テーマ　地域連携の多様性

13:30

新プログラム紹介

会場内での飲食はお控えください。
水分補給等は会場を汚さないようにご協力お願いいたします。

管内や敷地内は禁煙となっております。
専用の喫煙所がございますので近くのスタッフにお尋ねくだい。

大吉　努

3rd Stage Center 施設長


